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令
和
４
年
南
種
子
町
成
人
式

が
、
１
月
３
日
（
月
）
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
対
象
の
皆
さ
ま
は
、
平
成

13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年
４

月
１
日
ま
で
に
お
生
ま
れ
の
皆
さ

ま
で
す
。

　

式
典
で
は
、
一
人
ず
つ
名
前

を
呼
ば
れ
て
の
入
場
が
行
わ
れ
、

会
場
か
ら
は
温
か
い
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
祝
辞

や
新
成
人
の
誓
い
な
ど
が
あ
り
、

新
成
人
の
皆
さ
ま
そ
れ
ぞ
れ
が

気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

今
回
の
成
人
式
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

感
染
症
対
策
を
講
じ
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
参
加

し
た
新
成
人
が
晴
れ
着
や
真
新

し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
、
友

人
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜

ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
日
、
成
人
と
い
う
人
生
の
大
き
な
節

目
を
迎
え
た
私
た
ち
の
門
出
に
際
し
、
こ

の
よ
う
な
式
典
を
挙
行
し
て
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
危

惧
さ
れ
る
中
、
感
染
拡
大
を
防
ぐ
べ
く
、
あ

ら
ゆ
る
方
策
を
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
対
し
、
併
せ
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

先
ほ
ど
よ
り
、
お
祝
い
の
言
葉
を
く
だ

さ
い
ま
し
た
小
園
町
長
を
は
じ
め
、
ご
来

賓
の
皆
さ
ま
に
新
成
人
を
代
表
し
て
、
心

よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
日
ま
で
私
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な

面
で
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
方
や
、

地
域
の
皆
さ
ま
そ
し
て
、
誰
よ
り
も
大
き
な

愛
情
を
持
っ
て
、
時
に
優
し
く
、
時
に
厳
し

く
私
た
ち
を
育
て
て
く
れ
た
両
親
や
家
族
、

そ
し
て
、
宇
宙
留
学
生
と
し
て
我
が
子
の
よ

う
に
接
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
里
親
様
に
、

本
日
、
成
人
を
迎
え
た
こ
と
を
ご
報
告
で
き

る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
日
こ
こ
に
集
ま
っ
た
五
十
人
は
、
社

会
人
と
な
り
働
い
て
い
る
者
も
い
れ
ば
、

進
学
の
道
を
選
び
学
業
を
継
続
中
の
者
も

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
日
々
奮
闘
し
て

い
ま
す
。
お
か
れ
た
環
境
は
違
い
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
が
、
社
会
か
ら
大
人
と
し
て
認

識
さ
れ
ま
す
。
自
ら
決
断
で
き
る
こ
と
も

多
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
伴
う

責
任
や
覚
悟
も
よ
り
強
く
な
っ
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。
た
く
さ
ん
の
失
敗
や
後
悔
、

挫
折
を
味
わ
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
社
会

人
と
し
て
働
い
て
い
る
者
、
進
学
し
勉
学

に
励
ん
で
い
る
者
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
そ
れ

で
も
最
終
的
に
は
み
ん
な
が
社
会
に
出
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

タ
イ
ミ
ン
グ
は
違
え
ど
、
こ
の
成
人
式

に
よ
っ
て
皆
そ
れ
ぞ
れ
が
大
人
と
し
て
同

じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
、
全
て
の
こ

と
に
関
し
て
自
ら
考
え
、
責
任
を
持
っ
て

行
動
し
て
い
く
こ
と
は
同
じ
で
す
。
こ
れ

か
ら
先
、
一
生
懸
命
に
世
の
中
に
立
ち
向

か
っ
て
行
く
中
で
、
厳
し
い
現
実
が
立
ち

ふ
さ
が
る
こ
と
が
多
く
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
私
た
ち
は
い
つ
も
支
え
て

く
れ
る
家
族
や
、
仲
間
と
の
絆
が
あ
る
こ

と
を
心
に
留
め
、
お
互
い
に
助
け
合
い
な

が
ら
、
こ
の
南
種
子
町
で
育
っ
た
大
人
と

し
て
の
誇
り
を
持
ち
、
歩
ん
で
行
き
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
第
二
の
人
生
へ
と
踏
み
出

す
私
た
ち
は
、
今
ま
で
の
全
て
の
こ
と
を

振
り
返
り
、
一
歩
ず
つ
で
も
、
そ
れ
で
も

確
実
に
、
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に

お
約
束
し
、
新
成
人
を
代
表
し
て
誓
い
の

言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
日
は
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

新
成
人
の
誓
い

新
成
人
代
表
　
中
村
　
陽
星
さ
ん

　
川
下
　
郁
美
さ
ん

令
和
令
和
４４
年年

　
南
種
子
町
成
人
式

　
南
種
子
町
成
人
式

参加された宇宙留学生の皆さま参加された宇宙留学生の皆さま

１人１人名前を呼ばれて入場１人１人名前を呼ばれて入場

新成人の誓いを述べる実行委員のお二人新成人の誓いを述べる実行委員のお二人

新成人の皆さま新成人の皆さま
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【日本消防協会表彰】
■勤続章（勤続 30 年）
副分団長　園田　孝義　（中央）
部　長　松山　章　　（中央）
消防司令補　茅切　正次　（分遣所）

【県消防協会表彰】
■功績章（勤続 20 年）
部　長　西田　朝生　（平山）
班　長　柳田　陽介　（島間）
班　長　濱田　俊和　（中央）
■精績章（勤続 15 年）
班　長　園田　拓海　（西海）
団　員　古市　孝司　（島間）
団　員　日髙　大輔　（島間）

【県知事表彰】
■勤続章（勤続 10 年）
班　長　長田　優樹　（平山）
団　員　西園　竜太　（西海）
団　員　𠮷永　慶一　（中央）
団　員　牧瀬　信隆　（西之）
団　員　鮫島　政幸　（西之）
団　員　柳田　康洋　（島間）
団　員　小西　嘉樹　（島間）

【支部表彰】
■功績章（勤続 15 年）
班　長　上浦　和貴　（茎永）
団　員　片板　勇樹　（茎永）
団　員　石堂　佑也　（茎永）
■功労章
班　長　長田　優樹　（平山）
団　員　戸川　正樹　（西海）
団　員　池亀　耕一　（長谷）
団　員　夏田　洋平　（下中）
■感謝状
元分団長　古市　進　　（下中）
元副分団長　浮田　経夫　（島間）

【町長表彰】
■功績章（勤続 10 年）
班　長　長田　優樹　（平山）
団　員　鮫島　政幸　（西之）
団　員　柳田　康洋　（島間）
団　員　小西　嘉樹　（島間）
団　員　川脇　博隆　（島間）
■勤続章（勤続８年）
団　員　葊濱　忠樹　（西海）

団　員　西園　健太　（西海）
団　員　大脇　圭樹　（中央）
団　員　日髙　辰徳　（西海）
■功労章（勤続５年）
団　員　寺田　昭二　（中央）
団　員　惣津　勇児　（中央）
団　員　中村　研太　（中央）
団　員　中村　祐太　（中央）
団　員　西園　浩郎　（島間）
団　員　岩﨑　大陸　（島間）
団　員　小川　孝行　（西之）
団　員　雨田　俊哉　（長谷）
団　員　丸塚　拓也　（長谷）
団　員　山田　豊　　（長谷）
■感謝状
元分団長　古市　進　　（下中）
元副分団長　浮田　経夫　（島間）
※敬称略
※（ ）は分団名などになります。
※表彰基準日により階級が異なります。

各　種　表　彰

令
和
令
和
４４
年年

　
消
防
出
初
式

　
消
防
出
初
式

　

１
月
６
日
（
木
）、
新
春
の
消
防
出
初
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

役
場
前
で
行
わ
れ
た
出
発
式
の
後
、
市
中
行
進
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
堂
々
と
行
進
す
る
姿
に
、
沿
道

か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
に
移
し
、
消
防
功
労
者
に
対
す
る
表
彰
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

感謝状を受け取る古市進さん感謝状を受け取る古市進さん

威風堂々の市中行進パレード威風堂々の市中行進パレード

役場前で行われた出発式役場前で行われた出発式
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Town Topics

　
12
月
20
日
（
月
）
役
場
研
修
セ

ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室
に
お
い
て
、

本
町
と
有
限
会
社
か
ご
し
ま
有
機

生
産
組
合
と
の
間
で
「
有
機
農
業
」

を
軸
と
し
た
地
域
活
性
化
に
関
す

る
包
括
連
携
協
定
の
調
印
式
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
は
、
関
係
者
立
ち
合

い
の
も
と
、
小
園
裕
康
町
長
と
か

ご
し
ま
有
機
生
産
組
合
の
大
和
田

世
志
人
代
表
、
そ
し
て
か
ご
し
ま

有
機
生
産
組
合
の
直
営
店
で
あ
る

地
球
畑
の
大
和
田
明
江
代
表
が
、

協
定
書
に
署
名
・
調
印
を
行
い
ま

し
た
。

　
今
、
南
種
子
町
で
は
、
人
口
減

少
や
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不

足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
、

多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
今

後
両
者
が
連
携
し
な
が
ら
、
有
機

農
業
の
普
及
や
新
規
就
農
者
の
確

保
・
人
材
育
成
、
遊
休
農
地
の
解

消
を
進
め
る
な
ど
、『
有
機
農
業
』

を
軸
と
し
て
、
町
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
収
穫
さ
れ
た
有
機
野
菜

を
学
校
給
食
で
使
用
す
る
な
ど
、

安
心
・
安
全
な
食
の
提
供
に
も

繋
げ
て
い
き
ま
す
。

あいさつを行うあいさつを行う
大和田世志人代表大和田世志人代表

協定書への署名・調印協定書への署名・調印

　【連携事項】
１．有機農業の普及
２．有機農業に係る技術支援・人材育成
３．有機農業を軸とした魅力あるまちづくり
４．荒廃農地の復旧や新規就農者の確保
５．地域自給ネットワークづくり
６．その他、持続可能なまちづくり、食と農とくらしを守るために必要な事項

『有機農業』を軸とした地域活性化に関する包括連携協定

YouTubeYouTube
種子島みなみたね種子島みなみたね
チャンネルチャンネル
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行政トピックス

　
有限会社  かごしま有機生産組合  概要

■所  在  地：鹿児島県鹿児島市五ケ別府町３６４６
■事業開始：昭和５９年４月
■生産農家：１６０名

（うち、ＪＡＳ有機認証済み：１００名、認証済み圃場面積：１６３ｈａ）
■生産品目：野菜…約１００品目
　　　　　　果樹…約２０品目（有機タンカン・有機ポンカンなど）
　　　　　　有機米、雑穀、有機茶など
■直営店舗：地球畑（西田店・荒田店・谷山店）、地球畑カフェ（荒田店）

遊休農地の解消
地産地消の促進

第一歩として
『有機農業』の普及

新規就農者の確保
人材育成

移住者の増加
基幹産業の活性化

オーガニックな
町づくりを
通した好循環

連携して目指したい姿

　  かごしま有機生産組合　　 南種子町

　　
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
制
度
と
は
、
人
口

急
減
地
域
に
お
い
て
、
人
手
不
足
の
解
消
と
と
も
に
地

域
の
担
い
手
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
複
数
の
事

業
者
の
仕
事
を
組
み
合
わ
せ
て
、
年
間
を
通
し
た
仕
事

と
し
て
創
出
し
、
地
域
の
事
業
者
が
共
同
で
職
員
を
通

年
雇
用
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
事
業
者
に
マ
ル

チ
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
派
遣
す
る
仕
組
み
で
す
。　

　
制
度
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
の
２
回
目
の
説
明
会

を
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◆
説
明
会
日
時

　
２
月
10
日
（
木
）
15
時
～
17
時

◆
場
所

　
研
修
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室

◆
内
容
（
予
定
）

　
①
制
度
の
概
要
に
つ
い
て

　
②
組
合
の
認
定
手
続
に
つ
い
て

　
※
詳
し
く
は
、
本
広
報
紙
折
り
込
み
の
チ
ラ
シ
で

　
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
課　
企
画
開
発
係

　

☎
㉖
１
１
１
１　
（
内
線
１
７
１
）

特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同

組
合
制
度
説
明
会
の
開
催
に

つ
い
て
（
２
回
目
）

地域の活性化及び持続可能なまちづくりに寄与

連携・協力
協働
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Town Topics
　
12
月
18
日
（
土
）
ト
ン
ミ
ー
市

場
駐
車
場
で
、
南
種
子
町
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

輝
き
で
人
の
心
を
豊
か
に
し
希
望

の
明
か
り
を
灯
す
」
を
テ
ー
マ
に
、

商
工
会
青
年
部
の
主
催
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ

Ｊ
Ａ
Ｍ
や
ジ
ャ
ン
ベ
、
中
平
小
金

管
バ
ン
ド
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
の
他
、

一
昨
年
の
４
月
に
誕
生
し
た
町
の

新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
宇う

み未
ち
ゃ
ん
」

の
お
披
露
目
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
み
ん
な
の
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
の
合
図
で
、
中
央
公
民
館

前
の
あ
こ
う
の
木
に
飾
ら
れ
た
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
暖
か
な
明
か

り
が
灯
さ
れ
ま
し
た
。

南種子町イルミネーション・花火大会２０２１ 

　

翌
日
19
日
（
日
）
に
は
、
前
之
峯

陸
上
競
技
場
で
商
工
会
主
催
の
花
火

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は

18
日
（
土
）
に
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

天
候
悪
化
の
た
め
１
日
延
期
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、

入
場
者
を
町
民
に
限
定
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

入
口
で
入
場
整
理
券
を
提
出
し
、
検

温
を
済
ま
せ
て
入
場
。
約
８
５
０
人
の

観
客
が
見
守
る
中
、
色
と
り
ど
り
の
大

輪
の
花
が
冬
の
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
打
ち
上
げ
ら
れ
た
花
火
は

約
３
０
０
０
発
。
町
民
に
元
気
を
与

え
て
く
れ
た
花
火
大
会
で
し
た
。

YouTubeYouTube
南種子町役場 南種子町役場 

宇未ちゃんは宙太くんの妹です！宇未ちゃんは宙太くんの妹です！
よろしくね！よろしくね！

中平小金管バンドと南中吹奏楽部中平小金管バンドと南中吹奏楽部
のコラボ演奏のコラボ演奏
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国
税
庁
で
は
、
本
年
度
も
、
全
国
の
高
等
学
校

の
ご
協
力
を
得
て
「
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
」

の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
次
代
を
担
う

高
校
生
の
皆
さ
ん
が
、
税
を
題
材
と
し
た
作
文
を

書
く
こ
と
を
通
じ
て
、
税
に
対
す
る
関
心
を
一
層

深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
趣
旨
で
、
昭
和
37

年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

本
年
度
は
、
熊
毛
地
区
３
高
校
84
点
の
応
募
作

品
の
中
か
ら
、
種
子
島
中
央
高
等
学
校
３
年
生
の

日
髙
千ち
ひ
ろ尋
さ
ん
が
種
子
島
税
務
署
長
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

種
子
島
税
務
署　
☎
㉒
０
４
４
０

税
に
関
す
る
作
品
の
表
彰

　
12
月
23
日
（
木
）
午
前
０
時
32

分
（
日
本
標
準
時
）
に
、
英
国

イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
社
の
通
信
衛
星

「inm
arsat-6F1

」
を
搭
載
し
た
Ｈ

ｰ

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
45
号
機
が
種
子
島

宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
打
ち
上
げ
後
約
26
分
18
秒
で
、
衛

星
は
ロ
ケ
ッ
ト
か
ら
正
常
に
分
離
さ

れ
、
打
ち
上
げ
は
成
功
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
打
ち
上
げ
見
学
は
、
町
指

定
の
見
学
場
４
カ
所
全
て
を
開
放

し
、
恵
美
之
江
展
望
公
園
に
つ
い

て
は
、
混
雑
を
避
け
る
た
め
事
前
抽

選
方
式
で
入
場
者
を
決
定
し
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
外
の
見
学
場
に
つ
い
て

は
制
限
は
行
な
わ
ず
、
見
学
者
を
受

け
入
れ
ま
し
た
。
夜
中
の
打
ち
上

げ
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約

１
０
０
０
人
の
方
が
見
学
場
を
訪
れ

ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
を
見
守
り
ま

し
た
。

　

Ｈｰ

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
は
今
回
の
打

ち
上
げ
で
、
成
功
率
が
97
・
８
％
と

な
り
ま
し
た
。
打
ち
上
げ
成
功
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

恵美之江展望公園から撮影恵美之江展望公園から撮影

税に関する高校生の作文の部
　種子島税務署長賞

「身近な税から思うこと」
種子島中央高等学校３年 日髙　千尋 さん

種子島税務署長より賞状を受け取る日髙さん種子島税務署長より賞状を受け取る日髙さん

YouTubeYouTube
南種子町役場南種子町役場

祝
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本
町
で
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
っ

て
就
学
困
難
な
者
に
対
し
て
、
奨
学

資
金
の
貸
与
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

奨
学
資
金
の
貸
与
に
つ
い
て
は
、

基
準
に
基
づ
き
、
奨
学
生
選
考
委
員

会
に
よ
る
選
考
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

貸
与
を
ご
希
望
の
方
は
、
町
教
育

委
員
会
管
理
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
貸
与
月
額

・
大
学
な
ど　
月
額
４
万
円

・
高
校　
　
　
月
額
３
万
円

（
自
宅
か
ら
の
通
学
は
１
万
５
千
円
）

・
看
護
師
な
ど
の
専
門
的
資
格
を
取

得
し
、
将
来
町
内
で
就
労
し
よ
う

と
す
る
者　
月
額
８
万
円

◆
貸
与
期
間

　
在
学
学
校
正
規
の
修
業
期
間

◆
貸
与
の
対
象
と
な
る
者

○
大
学
な
ど
や
高
校
に
在
学
す
る
者

　
町
内
に
居
住
す
る
者
が
扶
養
す
る
子

○
看
護
師
な
ど
の
専
門
的
資
格
を
取

得
し
、
将
来
南
種
子
町
で
就
労
し

よ
う
と
す
る
者

町
内
に
居
住
す
る
者
お
よ
び
そ
の

扶
養
す
る
子

◆
償
還
免
除
と
な
る
者

　

次
に
該
当
す
る
者
は
、
そ
の
該
当

す
る
期
間
分
の
償
還
を
免
除
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
農
業
に
関
す
る
大
学
な
ど
を
卒
業

後
、
町
内
の
農
業
の
職
に
就
労
し

た
者
。

・
看
護
師
な
ど
の
専
門
的
資
格
を
取

得
し
、
か
つ
、
町
内
で
そ
の
資
格

が
必
要
な
職
に
就
労
し
た
者
。

◆
申
請
書
提
出
期
限

　
３
月
31
日
（
木
）

◆
申
請
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
南
種
子
町
教
育
委
員
会
管
理
課

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

町
奨
学
資
金
の
貸
与
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
条
例
に
基
づ
い
て
、
県

内
各
地
に
本
来
生
息
・
生
育
す
る
動

植
物
に
影
響
を
与
え
、
本
県
の
自
然

環
境
や
農
林
業
な
ど
へ
被
害
を
与
え

る
恐
れ
の
あ
る
動
植
物
を
「
指
定
外

来
動
植
物
」
と
し
て
指
定
し
、
そ
の

取
扱
い
を
規
制
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
新
た
に
２
種
類
を
指
定

し
、
令
和
４
年
２
月
１
日
か
ら
取
扱

い
が
規
制
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
動
植
物
は
、
適
切
な
施

設
で
飼
養
や
栽
培
を
行
う
こ
と
、
そ

の
施
設
外
で
放
出
や
植
栽
を
し
な
い

こ
と
、
販
売
す
る
場
合
は
購
入
者
に

指
定
外
来
動
植
物
で
あ
る
旨
の
説
明

を
す
る
こ
と
な
ど
、
取
扱
い
に
注
意

が
必
要
で
す
。

　

こ
の
２
種
類
を
含
め
て
、
こ
れ
ま

で
22
種
類
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
鹿
児
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
「
県
内
外
来
種
」
で
検
索

（https://www.pref.kagoshima.jp/kurashi-
kankyo/kankyo/yasei/gairai/index.html

）

◆
今
回
指
定
の
動
物
（
１
種
）

　
・ 

ツ
ヤ
オ
オ
ズ
ア
リ

◆
今
回
指
定
の
植
物
（
１
種
）

　
・
オ
オ
カ
ナ
ダ
モ

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
県
庁
自
然
保
護
課

　
☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
６
１
６

・
役
場
企
画
課　
企
画
開
発
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

外
来
動
植
物
の
適
正
な
取
扱
い
に
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
!!

鹿児島県提供 日本産アリ類画像デー
タベース 2008 から引用
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町
で
は
、
令
和
４
年
４
月
以
降
に
予

定
さ
れ
て
い
る
、
各
種
健
（
検
）
診
の

実
施
に
伴
い
、
対
象
と
な
る
方
へ
、
令

和
４
年
度
各
種
健
（
検
）
診
の
申
込
み

調
査
を
行
な
い
ま
す
。

　

詳
し
い
説
明
は
、
調
査
票
と
一
緒
に

送
付
し
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◆
方
法

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

・
調
査
票
に
記
入
し
、
世
帯
分
を
ま
と

　
め
て
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
信

・通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

　
ド
を
読
み
取
り
回
答

　
（
通
信
料
は
各
自
負
担
）

◆
締
切
日

　
２
月
18
日
（
金
）

※
期
限
は
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
福
祉
課　
健
康
保
険
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
４
）

各
種
健
（
検
）
診
申
込

み
調
査
を
行
い
ま
す

　
11
月
２
日
か
ら
翌
１
月
24
日
に
か
け

て
、
町
内
８
地
区
に
お
い
て
、
町
政
座

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

座
談
会
で
は
、
人
口
減
少
対
策
や
道

路
の
維
持
管
理
の
問
題
、
ガ
ソ
リ
ン
の

高
騰
、
空
き
家
の
問
題
、
農
業
の
振
興

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
ご
意

見
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
町
政
に

し
っ
か
り
と
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
ご
参
加
で
き
な
か
っ
た

方
な
ど
、
町
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要

望
に
つ
い
て
は
、
随
時
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
担
当
課
か
左
記
連
絡
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
課　
企
画
開
発
係

　

☎
㉖
１
１
１
１　
（
内
線
１
７
２
）

町
内
各
地
区
で
の
町
政
座

談
会
を
終
了
し
ま
し
た

令
和
４
年
度

　

本
町
で
は
、
食
育
基
本
法
及
び
地

域
資
源
を
活
用
し
た
農
林
漁
業
者
等

に
よ
る
新
事
業
の
創
出
等
及
び
地
域

の
農
林
水
産
物
の
利
用
促
進
に
関
す

る
法
律
（
六
次
産
業
化
法
）
に
基
づ

い
た
、「
南
種
子
町
食
育
・
地
産
地
消

推
進
計
画
」
の
策
定
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
の
計
画
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
食
に
関
す
る
現
状
と
課
題
・
地
域

で
採
れ
る
食
材
へ
の
関
心
度
な
ど
を

把
握
し
、
そ
の
課
題
解
決
に
向
け
た

具
体
的
な
対
策
や
取
り
組
み
を
明
記

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
町
民
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
の
皆

さ
ま
へ
は
、
各
学
校
を
通
じ
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。

◆
回
答
方
法

　

お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
き
、
ご
回

答
く
だ
さ
い
。

（
回
答
は
選
択
式
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
文
字
を
入
力
す
る
手
間
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
）

◆
回
答
期
間

　
２
月
１
日
（
火
）
か
ら

　
２
月
28
日
（
月
）
ま
で

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
合
農
政
課　

農
業
再
生
対

　
策
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
３
１
５
）

「
食
育
・
地
産
地
消
」
に
関
す
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

アンケート用
QRコード

1 月 17 日（月）
西海地区での座談会の様子
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２
月
16
日
（
水
）
か
ら
３
月
15
日

（
火
）
ま
で
、
申
告
お
よ
び
納
税
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

　
②
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ま
の
申
告

に
基
づ
き
町
が
税
額
を
計
算
し
て
納

税
し
て
い
た
だ
く
仕
組
み
に
な
り
ま

す
。正
し
い
課
税
を
行
う
た
め
に
は
、

納
税
者
が
正
し
い
内
容
を
申
告
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
申
告
を
怠
る
と
、
適
用
さ
れ
る
控

除
な
ど
が
受
け
ら
れ
ず
税
額
が
高
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

●
令
和
４
年
１
月
１
日
現
在
、
南
種

　
子
町
に
住
民
登
録
ま
た
は
居
住
し

　
て
い
る
方
。

●
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
。

◆
申
告
し
な
く
て
も
よ
い
方

　
前
年
の
所
得
が
給
与
の
み
・
公
的

年
金
の
み
で
年
末
調
整
済
の
方
。

※
２
カ
所
以
上
か
ら
受
給
し
て
い
る

方
や
退
職
な
ど
で
年
末
調
整
を
行
っ

て
い
な
い
方
な
ど
は
、
申
告
が
必
要

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

社
会
保
険
料
控
除
や
医
療
費
控
除
な

ど
の
各
種
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場

合
も
申
告
が
必
要
で
す
。

◆
税
務
署
所
得
税
確
定
申
告
受
付

２
月
16
日
（
水
）
～
３
月
15
日
（
火
）

※
税
務
署
に
よ
る
申
告
書
受
付
お
よ

び
記
載
相
談
会
場
は
、
種
子
島
税
務

署
（
西
之
表
市
）
の
み
で
す
。

◆
指
定
日
に
申
告
で
き
な
い
方

　
指
定
さ
れ
た
申
告
日
に
申
告
で
き

な
い
方
は
、
日
程
調
整
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
必
ず
役
場
税
務
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
持
参
す
る
も
の

●
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
の
は
が
き

（
税
務
署
か
ら
送
付
の
あ
っ
た
方
の
み
）

●
電
子
申
告
・
納
税
な
ど
に
係
る

利
用
者
識
別
番
号
な
ど
の
通
知
書

（
申
請
を
し
た
方
の
み
）

●
令
和
３
年
中
に
支
払
っ
た
生
命
保

険
料
や
地
震
保
険
料
お
よ
び
損
害

保
険
料
な
ど
の
払
込
証
明
書

●
令
和
３
年
中
に
支
払
っ
た
国
民
年

金
保
険
料
な
ど
の
納
付
証
明
書

●
源
泉
徴
収
票
（
給
与
所
得
・
年
金

所
得
の
あ
る
方
の
み
）

●
事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
・
漁
業

な
ど
）
が
あ
る
方
は
各
事
業
の
収

支
内
訳
書

※
令
和
３
年
分
確
定
申
告
お
よ
び

令
和
４
年
度
住
民
税
申
告
な
ど
か

ら
、
押
印
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

◆
納
税
相
談

　
令
和
４
年
度
の
町
税
な
ど
の
納
税

に
つ
い
て
は
、
希
望
す
る
納
税
方
法

（
窓
口
納
税
・
口
座
振
替
納
税
）
を
、

申
告
日
に
税
務
課
職
員
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
特
別
な
事
情
な
ど
に
よ
り
、
窓
口

や
口
座
振
替
で
の
納
税
が
で
き
な
い

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
令
和
２
年
度
ま
で
の
税
に
未
納
が

あ
る
方
は
、
申
告
日
ま
で
に
必
ず
納

税
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

当
日
ま
で
に
完
納
で
き
な
い
方
は
、

納
税
計
画
に
つ
い
て
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
町
で
は
滞
納
処
分
を
強
化
中

で
、
延
滞
金
の
徴
収
も
開
始
し
て
い

ま
す
の
で
、
十
分
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

◆
所
得
税
申
告
書
な
ど
に
係
る
番
号

法
上
の
取
扱
い

　
平
成
28
年
分
の
申
告
か
ら
申
告
書
へ

の
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
記

載
お
よ
び
個
人
番
号
カ
ー
ド
な
ど
の
本

人
確
認
書
類
の
添
付
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
税
務
課
職
員
が
一

時
的
に
特
定
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
こ

と
に
同
意
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
同
意
が
で
き
な
い
場
合
は
、
申

告
者
ご
本
人
が
直
接
税
務
署
へ
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

※
本
人
確
認
書
類
と
は
…

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

②
通
知
カ
ー
ド
お
よ
び
運
転
免
許
証

申
告
と
納
税
相
談

 
２
月
16
日
（
水
）
～

３
月
15
日
（
火
）

◆
申
告
お
よ
び
納
税
相
談
内
容

①
令
和
３
年
分

 

・
所
得
税

②
令
和
４
年
度

 

・
町
県
民
税

 

・
国
民
健
康
保
険
税

 

・
介
護
保
険
料

 

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
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な
ど
の
顔
写
真
付
身
分
証
明
書

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
住

民
票
の
写
し
お
よ
び
運
転
免
許
証

な
ど
顔
写
真
付
身
分
証
明
書

◆
問
い
合
わ
せ
先

●
役
場
税
務
課　
町
税
課
税
係

　
☎
㉖
１
１
１
１

　
（
内
線
１
５
２・１
５
３・３
３
４
）

●
種
子
島
税
務
署　
☎
㉒
０
４
４
０

障
害
者
控
除
に
つ
い
て

　
申
告
の
際
に
、
身
体
障
害
者
手
帳

や
療
育
手
帳
な
ど
を
提
示
す
る
と

「
障
害
者
控
除
」
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を

持
た
な
く
て
も
、
次
に
該
当
す
る
方

は
控
除
対
象
と
な
る
の
で
、
役
場
で

認
定
書
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
常
に
就
床
を
要
し
、
複
雑
な
介
護

　
を
要
す
る
方
。

●
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る

　
年
齢
65
歳
以
上
の
方
で
、
町
長
の

　
認
定
を
受
け
た
方
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
保
健
福
祉
課　
福
祉
年
金
係

　
☎
㉖
１
１
１
１　
（
内
線
１
３
５
）

令和４年度　町県民税・国民健康保険税・
介護保険料・後期高齢者医療保険料　申告日程

月日 曜日 時間 場所 対象地域

２月

16 日 水 午前 9 時 30 分 ～ 午後 4 時 下中地区公民館 下中地区全域
17 日 木 午前 9 時 30 分 ～ 午後 4 時 茎永地区公民館 茎永地区全域
18 日 金 午前 9 時 30 分 ～ 午後 4 時 平山地区公民館 平山地区全域
21 日 月 午前 9 時 30 分 ～ 午後 4 時 南種子町自然の家 田尾・仲之町（島間）
22 日 火 午前 9 時 30 分 ～ 午後 4 時 南種子町自然の家 向方・大久保・小平山
23 日 水 天　皇　誕　生　日
24 日 木 午前 9 時 30 分 ～ 午後 4 時 西海地区公民館 西海地区全域
25 日 金 午前 9 時 30 分 ～ 午後 4 時 長谷地区公民館 長谷地区全域
28 日 月 午前 9 時 30 分 ～ 午後 4 時 西之地区公民館 本村・平野・崎原・下西目

３月

1 日 火 午前 9 時 30 分 ～ 午後 4 時 西之地区公民館 前之原・小田・砂坂・官造牧
2 日 水 午前 9 時 30 分 ～ 午後 4 時 西之地区公民館 田代・木原・野尻・野大野・上瀬田
3 日 木 申　告　休　み
4 日 金 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 大宇都・上之平・本町
7 日 月 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 共栄・上野・仲西・西之町（上中）
8 日 火 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 焼野・山崎・新栄町・河内

令和３年分　所得税確定申告日程
月日 曜日 時間 場所 対象地域

３月

9 日 水 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 平山・茎永・下中地区全域
10 日 木 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 島間・長谷地区全域
11 日 金 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 西之・西海地区全域
14 日 月 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 上中地区全域
15 日 火 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 確定申告最終日

※中央公民館第一会議室は、旧南種子高校校舎で、南種子町立図書館隣の会議室になります。
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南種子町職員給与等の状況

（1）令和２年度　人件費の状況（普通会計決算）
住民基本台帳人口
（R3.3.31 現在）

歳出計
（Ａ） 実質収支 人件費

（Ｂ）
人件費率

（Ｂ／Ａ）
5,388 人 6,485,751 千円 23,333 千円 1,101,602 千円 17.0 ％

（注）人件費には、特別職に支給される給料・報酬などを含んでいます。

（2）令和２年度　職員給与費の状況（普通会計決算）
職員数
（Ａ）

給与費 一人当たり給与費
（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末勤勉手当 計（Ｂ）

97 人 370,005 千円 43,558 千円 159,437 千円 573,000 千円 5,907 千円
（注）職員手当には退職手当を含みません。

（3）職員の平均給料月額および平均年齢の状況（令和 3 年 4 月 1 日現在）

区分 一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

南種子町 319,900 円 42.3 歳 377,000 円 58.1 歳
国 325,827 円 43.0 歳 286,947 円 50.9 歳

（4）職員の初任給の状況（令和 3 年 4 月 1 日現在）

区分
南種子町 国

決定初任給 採用２年経過日
給料額 決定初任給 採用２年経過日

給料額

一般行政職 大学卒 182,200 円 193,900 円 182,200 円 193,900 円
高校卒 150,600 円 158,900 円 150,600 円 158,900 円

（5）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和 3 年 4 月 1 日現在）
経験年数 5 ～ 7 年 7 ～ 10 年 10 ～ 15 年 15 ～ 20 年 20 ～ 25 年 25 ～ 30 年

一般行政職 大学卒 － 229,800 円 252,000 円 343,000 円 351,500 円 402,600 円
高校卒 182,200 円 － 221,500 円 265,900 円 333,000 円 379,900 円

技能労務職 高校卒 － － － － － －
中学卒 － － － － － －

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいいます。

（6）級別職員数の状況（令和 3 年 4 月 1 日現在）
区分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 計

標準的な
職務内容

主事
技師

主事補
技師補

主事
技師 主査

課長補佐
係長
主任

課長
参事

課長補佐
主幹

課長
事務局長

参事

特に困難
な業務を
所掌する
課長　　

職員数 9 人 8 人 9 人 41 人 10 人 8 人 0 人 85 人
構成比 10.6％ 9.4％ 10.6％ 48.2％ 11.8％ 9.4％ 0.0％ 100 ％

（注）1．南種子町職員の給与に関する条例に基づく給料の級区分による一般行政職の職員数です。
  　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

町職員給与等の状況について公表します。
【下記の数値は令和３年度地方公務員給与実態調査および令和２年度地方財政状況調査に基づく数
値です。】
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（7）職員手当の状況

期
末
勤
勉
手
当

令和 2 年度
支給割合

期末手当 勤勉手当
一般職 管理職 一般職 管理職

  6 月期 1.300 月分 1.100 月分 0.925 月分 1.125 月分
12 月期 1.250 月分 1.050 月分 0.975 月分 1.175 月分

計 2.550 月分 2.150 月分 1.900 月分 2.300 月分
（注）職務の級により加算措置があります。

時 間 外
勤務手当

令和元年度
普通会計決算

支給総額 9,867 千円
職員一人当たり支給額 101 千円

令和 2 年度
普通会計決算

支給総額 9,862 千円
職員一人当たり支給額 102 千円

住
宅
手
当

賃借
住宅

月額 16,000 円を超える
家賃を支払っている職員

　　     ～ 16,000 円 0 円

16,001 円～ 27,000 円 （家賃－ 16,000）円

27,001 円～ 61,000 円｛（家賃－ 27,000 円）× 1/2｝
＋ 11,000 円

61,001 円～ 28,000 円

（8）特別職の報酬等状況（令和 3 年４月１日現在）
区分 給料月額 期末手当

給料
町長 761,000 円 （支給割合）

  ６月期  1.400 月分
12 月期  1.550 月分

計　2.950 月分

※加算措置あり

副町長 600,000 円
教育長 567,000 円

報酬
議長 304,000 円

副議長 251,000 円
議員 228,000 円

退
職
手
当

（支給率） 自己都合 定年 勧奨
勤続 20 年 19.6695 月 26.36550 月 26.36550 月
勤続 25 年 28.0395 月 33.27075 月 33.27075 月
勤続 35 年 39.7575 月 47.70900 月 47.70900 月
最高限度額 47.7090 月 47.70900 月 47.70900 月

特殊勤務
手当

職員全体に占める手当支給職員の割合
（令和 3 年４月１日現在） 17.0％

支給対象職員一人当たり平均支給年額
（令和 2 年度普通会計決算） 28,097 円

手当の種類 税務手当、徴収手当、地籍調査手当
水道業務手当、保育園勤務手当

通勤手当 片道 2㎞以上の職員
１㎞× 500 円× 2（最高限度額 25,000 円）

扶養
手当

扶養親族である配偶者 6,500 円

配偶者以外の扶養親族 10,000 円
（子）

6,500 円
（父母等）

扶養親族のうち 15 歳～ 22 歳の子
（1 人につき・加算額） 5,000 円

（9）定員の状況（令和 3 年４月１日現在）
　　　区分
部門　　　

令和 2 年
の 職 員 数

令和 3 年
の 職 員 数 増　減

議会 2 2 0
総務 28 26 △ 2
税務 6 6 0

農林水産 21 21 0
商工 2 2 0
土木 8 8 0
民生 14 14 0
衛生 3 4 1
教育 13 12 △ 1
水道 5 6 1
国保 7 7 0
介護 3 3 0

後期高齢 1 1 0
合計 113 112 △ 1

（注）職員数とは、一般職に属する職員数です。
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フ
ル
タ
イ
ム
職
員
採
用
試
験

◆
試
験
日
程
お
よ
び
会
場

　
２
月
22
日
（
火
）　
南
種
子
町
役
場

◆
採
用
予
定
職
種
お
よ
び
人
員
な
ど

　
下
記
別
表
を
参
照
。

◆
試
験
種
目
・
内
容

　
作
文
試
験
・面
接
試
験
（
個
別
面
接
）

◆
合
格
発
表

　
３
月
１
日
（
予
定
）

　
※
合
否
通
知
は
郵
送
で
行
い
ま
す
。

◆
受
験
申
込
受
付
に
つ
い
て

①
受
付
期
間

　
２
月
１
日
（
火
）
か
ら

　
２
月
14
日
（
月
）
ま
で
（
必
着
）

　
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
ま
で

　
※
土
日
祝
日
を
除
く
。

②
受
付
場
所

　
総
務
課
行
政
係
（
郵
送
可
）

③
提
出
す
る
書
類

 

・
受
験
申
込
書
お
よ
び
履
歴
書

　
（
各
１
部
。
所
定
の
用
紙
を
使
用
）

 

・
免
許
証
な
ど
の
写
し

　
（
資
格
が
必
要
な
職
種
の
み
）

※
受
験
申
込
書
は
、
役
場
で
直
接
受

領
す
る
か
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
験
票
に
つ
い
て

　
受
験
票
は
、
申
込
受
付
締
切
後
に

郵
送
し
ま
す
。
受
験
日
の
前
日
ま
で

に
受
験
票
が
届
か
な
い
場
合
は
、
必

ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
合
格
か
ら
採
用
ま
で

　
合
格
者
は
令
和
４
年
４
月
１
日
か

ら
採
用
さ
れ
ま
す
。（
原
則
、
採
用
後

１
ヵ
月
間
は
条
件
付
き
採
用
期
間
）

　

な
お
、
受
験
資
格
が
な
い
こ
と
、

申
込
書
の
記
載
事
項
が
正
し
く
な
い

こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
合
格
を
取

り
消
し
ま
す
。

◆
採
用
後
の
住
所
要
件

　
採
用
後
は
南
種
子
町
に
居
住

◆
休
暇
な
ど

　
年
次
有
給
休
暇
、
特
別
休
暇
（
夏

季
休
暇
な
ど
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課　
行
政
係

　
☎
㉖
１
１
１
１　
（
内
線
１
０
４
）

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集
に
つ
い
て

採用職種
受験資格

採用人員
給料月額等（令和 3 年度時点）

職務内容 初任給 上限

学校主事　　※ 1
特になし

2 名 146,100 円 160,100 円
小・中学校における清掃、使送便配送などの業務

特別支援教育支
援員【障害者枠】
　　　　　※ 1

身体障害者手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉手
帳のいずれかの交付を受けている者（※ 2）

1 名 146,100 円 160,100 円発達障害の児童生徒に対し学習活動上のサポートや安全
確保等の支援等の業務

文化施設管理員
　　　　   ※ 1

学芸員（考古学）の資格を有する者
1 名 146,100 円 199,900 円

埋蔵文化財の発掘調査および文化財などに関する業務

運転手（庁舎）
大型二種または大型自動車運転免許を有する者

1 名 146,100 円 182,200 円車両運行（マイクロバス・公用車）業務および車両管理など
の業務

●任用時は初任給額となります。ただし、学歴や前職等の経験年数により給料額が上限額まで加算される場合があります。
●諸手当（通勤手当、期末手当、退職手当）がそれぞれの条件に応じて支給されます。
※ 1 については、普通自動車運転免許を有している者とします。
※ 2 手帳等は、受験申込日および受験日当日において有効であることが必要。
　ア　身体障害者福祉法第 15 条に規定する身体障害者手帳
　　　＊以下の診断書等の交付を受けている者も可。

（ｱ） 身体障害者福祉法第 15 条の規定により都道府県知事の定める医師が、当該都道府県において同条の申請に用
いられる様式により作成した、障害の種類及び程度並びに障害者の雇用の促進等に関する法律別表に掲げる障害
に該当する旨が記載された診断書・意見書

（ｲ） 産業医による（ｱ）に準ずる診断書・意見書（心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう若しくは直腸、小腸、ヒト免
疫不全ウイルスによる免疫又は肝臓の機能の障害に係るものを除く。）

　イ　都道府県知事又は政令指定都市市長が交付する療育手帳
＊児童相談所、知的障害者更生相談所、精神保健福祉センター、精神保健指定医又は地域障害者職業センターによ

る知的障害者であることの判定書の交付を受けている者も可。
　ウ　精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第 45 条に規定する精神障害者保健福祉手帳
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行政トピックス

人　

事　

異　

動

　

１
月
１
日
付
け
で
、
町
職
員
の
人
事

異
動
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。【  

】
は
旧

職
名
。

▼
係
長
級

園
田　

洋
仁

　

企
画
課
デ
ジ
タ
ル
推
進
係
長

　
【
企
画
課
企
画
開
発
係
】

▼
一
般
職
員

上
妻　

翔
平　

　

企
画
課
観
光
経
済
係

　
【
総
務
課
財
政
係
】

小
川　

和
輝

　

企
画
課
デ
ジ
タ
ル
推
進
係

　
【
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
】

茅
切　

正
俊

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　
【
企
画
課
観
光
経
済
係
】

　
第
35
回
鹿
児
島
県
地
区
対
抗
女
子

駅
伝
競
走
大
会
お
よ
び
第
69
回
鹿
児

島
県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競
走
大

会
の
結
団
式
が
、
12
月
18
日
（
土
）

西
之
表
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

女
子
駅
伝
は
、
１
月
30
日
（
日
）

に
霧
島
市
で
、
県
下
一
周
駅
伝
は
、

２
月
19
日
（
土
）
か
ら
23
日
（
水
）

の
５
日
間
に
か
け
て
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

地
区
対
抗
女
子
駅
伝
・
県
下
一
周
駅
伝
結
団
式

県地区対抗女子駅伝熊毛チーム県地区対抗女子駅伝熊毛チーム

　
12
月
14
日
（
火
）
町
商
工
会
主
催

で
「
行
政
と
語
る
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

多
種
多
様
な
商
工
会
の
各
専
門
部

会
か
ら
、
行
政
に
対
す
る
質
問
や
要
望

な
ど
を
出
し
合
い
、
と
も
に
町
の
発

展
を
目
指
す
た
め
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
で
は
、
町
の
活
性
化
に
つ
い
て
な

ど
、
多
く
の
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
、

有
意
義
な
語
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

商
工
会
と
の
意
見
交
換

会
開
催

県下一周駅伝熊毛チーム県下一周駅伝熊毛チーム



宇宙のまち話題

　12 月 11 日（土）に、宇宙留学生を対象にした
ポンカン狩り体験が行われました。この活動は、
宇宙留学で訪れる留学生に南種子での思い出を
作ってもらおうと、南種子町宇宙留学連絡協議会
が毎年実施しています。
　子どもたちは丹精込めて育てられたポンカンを
袋いっぱいに詰め込んで楽しみました。

宇宙留学生ポンカン狩り体験宇宙留学生ポンカン狩り体験

　1 月 6 日（木）～ 8 日（土）の 3 日間、友好交流宣言を
交わしている秋田県大館市の南種子町児童交流団（小学生
15 人、随行者 4 人）が本町を訪れました。
　交流団の皆さんは、宇宙センターの施設見学や千座の岩
屋などの観光地見学を通して本町の豊かな自然に触れ、一
面雪に覆われた大館市とは違う環境に終始興奮しながら過
ごしていました。
　また、3 月に本町から少年の翼事業で大館市を訪問予定
の児童 17 人と一緒に広田遺跡ミュージアムにて創作活動
などを行い、子どもたち同士で楽しく会話をする様子や協
力して活動をする様子が見られました。

　大館市児童交流団来町　大館市児童交流団来町

　11 月 27 日（土）中種子養護学校で学習発表会
がありました。
　ゲームの世界観を演出した小学部の劇、オリン
ピック・パラリンピックを模した中学部の劇、高
等部生による剣道の演武や詩の群読、合奏、合唱
が発表されました。
　参観した保護者などは、子どもたちの成長に満面
の笑みを浮かべたり感動の涙を流したりするなど、
喜ぶ姿がみられました。

中種子養護学校学習発表会中種子養護学校学習発表会

　スローガンは　スローガンは
「一生懸命やりきって笑顔で明るく光を照らせ学習発表会「一生懸命やりきって笑顔で明るく光を照らせ学習発表会 !!」!!」
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Photo News
Photo News

　1 月 13 日（木）町長室において、新規就漁者の
認定式が行なわれました。
　認定を受けたのは、  森川久士さん（上中）で、
一本釣りや刺網、もじゃこ漁をメインとした漁業
経営を目指しています。
　認定式では、小園裕康町長より認定証が授与さ
れ、森川さんから今後の経営について抱負が述べ
られました。

新規就漁者認定式新規就漁者認定式

　今年も、本町出身で愛知県在住の河野留紀さん
から、あおぞら保育園の子どもたちにクリスマス
プレゼントが届きました。12 月 24 日（金）のク
リスマス会にサンタさんから手渡されたプレゼン
トを抱え、満面の笑顔で嬉しそうな子どもたちで
した。
　河野さんからのクリスマスプレゼントは、25 年
以上前から継続して贈られています。

クリスマスプレゼントが送られて来ました！クリスマスプレゼントが送られて来ました！

　あおぞら保育園では、今年も恒例の「だごさし
作り」が行なわれました。
　柔らかい餅をハサミで切ったり、枝にさしたり、
初めてのことに最初は戸惑っていた子どもたちでし
たが、真剣に取り組む姿が見られました。
　１月 12 日（水）には、できあがっただごさしを、役
場、南種子交番、南種子分遣所の３カ所に届けました。

（だごさしは、農作物の豊作・家の繁栄を願って作
られるものです。）

だごさし作りに挑戦！だごさし作りに挑戦！

　本町では、長寿をお祝いし福祉の向上に寄与す
るため、敬老金を支給しています。
　１月５日（水）満 100 歳の誕生日を迎えられた
坂元けんさん（長谷）へ敬老金が支給されました。
　ご家族が同席する中、小園裕康町長から坂元さ
んへ敬老金が手渡されました。
　これからも、ますますお元気で長生きされるこ
とを願っております。

100 歳敬老金支給100 歳敬老金支給
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12
月
19
日
（
日
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
で
学
校
の
門
木
（
か
ど
ぎ
）

を
つ
く
り
ま
し
た
。
門
木
は
、
正
月
、
家
の
内
外
に
立
て
る
生

木
の
こ
と
で
す
。

　
茎
永
郷
土
誌
に
よ
る
と
年
の
瀬
も
迫
る
12
月
31
日
に
な
る
と
、

家
の
主
人
が
山
に
行
き
、
松
、
竹
、
譲
葉
（
家
に
よ
っ
て
は
椎
、

あ
る
い
は
マ
テ
）を
迎
え
に（
採
り
に
）い
き
ま
す
。
こ
れ
を「
門

木
迎
え
」
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
「
シ
ン
キ
ョ
ウ
柱
」

と
呼
ば
れ
る
芯
木
の
三
か
所
に
細
縄
で
く
く
り
つ
け
て
安
定
さ

せ
る
、
と
あ
り
ま
す
。

　
写
真
の
門
木
に
は
、
子
ど
も
た
ち
に
少
し
で
も
そ
の
よ
う
な

昔
の
習
わ
し
に
興
味
を
も
ち
、
継
承
し
て
ほ
し
い
と
い
う
、
保

護
者
の
願
い
も
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

茎南茎南小学校小学校 門
木
づ
く
り

島間島間小学校小学校

　
島
間
上
方
地
域
（
向
方
と
大
久
保
を
合
わ
せ
た
地
域
）
に
百
数

十
年
前
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
る
「
十
二
提
灯
」
は
、
豊
受
神
社
・

岬
八
幡
神
社
で
、
春
に
願
を
か
け
て
、
秋
に
豊
作
の
感
謝
を
込
め

て
奉
納
す
る
郷
土
の
踊
り
で
す
。

　
こ
の
「
十
二
提
灯
」
は
、
昔
、
京
都
の
修
行
僧
兄
弟
３
人
が
、

島
間
に
滞
在
し
た
と
き
に
教
え
て
く
れ
た
と
語
り
継
が
れ
て
い
ま

す
。
太
鼓
、
入
れ
鼓
、
鉦
（
か
ね
）
が
そ
れ
ぞ
れ
２
人
ず
つ
と
踊

り
子
で
円
を
描
き
な
が
ら
、
口
上
に
併
せ
て
相
づ
ち
を
打
っ
た
り

歌
い
な
が
ら
踊
っ
た
り
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響

で
、
運
動
会
で
踊
り
を

披
露
で
き
な
か
っ
た
の

で
、
２
月
12
日
（
土
）

の
学
習
発
表
会
で
披
露

す
る
た
め
に
地
域
の

方
々
の
熱
心
な
御
指
導

の
下
、
練
習
を
重
ね

て
い
ま
す
。

　

学
習
発
表
会
で

は
、
力
強
い
踊
り
を

披
露
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

島
間
伝
統
芸
能
「
十
二
提
灯
」
を
練
習
中
！
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１・
２
年
生
の
生
活
科
で
「
お
い
も
パ
ー

テ
ィ
ー
」
を
行
い
ま
し
た
。
使
っ
た
の
は
長
谷
小

学
校
の
「
長
谷
っ
子
農
園
」
で
収
穫
し
た
お
い
も
。

子
ど
も
た
ち
が
６
月
に
苗
を
植
え
、
そ
れ
が
大
き

く
成
長
し
、
11
月
に
は
た
く
さ
ん
収
穫
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
ゆ
っ
く
り
寝
か
し
た
お
い
も
で
作
っ
た

お
い
も
チ
ッ
プ
ス
、
ほ
ん
の
り
と
塩
味
が
き
い
て

い
て
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
子
ど
も
た
ち
も
大
喜

び
で
し
た
。

長谷長谷小学校小学校

　
中
平
小
学
校
の
持
久
走
大
会
は
、
毎
年
12
月
に

前
之
峯
陸
上
競
技
場
の
特
設
コ
ー
ス
で
行
い
ま
す
。

１
周
３
０
０
ｍ
の
ト
ラ
ッ
ク
の
外
側
を
学
年
に
応

じ
て
周
回
し
ま
す
。
保
護
者
・
地
域
の
み
な
さ
ん

か
ら
近
い
と
こ
ろ
を
走
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は

安
心
し
て
、
そ
し
て
大
き
く
温
か
い
声
援
を
常
に

受
け
な
が
ら
走
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
こ
れ
ま
で
学
校
・
陸
上
競
技
場
で
の

練
習
や
日
常
の
遊
び
で
培
っ
た
持
久
力
を
そ
れ
ぞ

れ
に
発
揮
し
、
５
年
生
で
は
新
記
録
も
出
ま
し
た
。

　

ご
協
力
・
ご
声
援
を
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中平中平小学校小学校

　
12
月
10
日
（
金
）
鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協
議

会
に
よ
る「
地
域
ジ
ュ
ニ
ア
福
祉
体
験
教
室
」で
、

高
齢
者
疑
似
体
験
と
車
椅
子
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
高
齢
者
疑
似
体
験
で
は
、
間
接
の
曲
げ
伸
ば

し
が
制
限
さ
れ
る
装
具
や
、
も
の
が
見
え
に
く

く
な
る
ゴ
ー
グ
ル
を
身
に
付
け
ま
し
た
。
歩
い

た
り
、
箸
で
物
を
つ
か
ん
だ
り
す
る
活
動
か
ら
、

思
っ
て
い
る
以
上
に
動
き
に
く
い
こ
と
を
体
感

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
車
椅
子
体
験
で
は
、

普
段
何
気
な
く
歩
い
て
い
る
ち
ょ
っ
と
し
た
段

差
や
坂
道
も
車
椅
子
だ
と
大
き
な
障
害
に
な
る

と
い
う
こ
と
に
気
付
い
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
を
と
お
し
て
、
思
い
や
り
の

心
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

平山平山小学校小学校
福
祉
体
験
活
動

持
久
走
大
会

お
い
も
パ
ー
テ
ィ
ー
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ＨＨ--

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
4545
号
機
号
機

       
       　

　
　
　
　
　
　
　

打
上
げ
成
功
！

　
　
　
　
　
　
　
　

打
上
げ
成
功
！　

　

２
０
２
１
年
12
月
23
日
午
前
０

時
32
分
00
秒
に
、
英
国
イ
ン
マ
ル

サ
ッ
ト
社
の
第
６
世
代
通
信
衛
星
網

「Inm
arsat-6

」
シ
リ
ー
ズ
初
号
機
衛

星
を
搭
載
し
た
Ｈ-

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
45

号
機
が
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
打

ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ロ
ケ
ッ
ト
は
計

画
ど
お
り
に
飛
行
し
、
打
上
げ
後
約
26

分
18
秒
に
衛
星
を
正
常
に
分
離
し
た
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
固
体
ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ(SRB-A)

を

４
基
搭
載
し
た
２
０
４
形
態
の
打
上
げ
は

こ
の
45
号
機
が
最
後
と
な
り
ま
し
た
。

　
打
上
げ
実
施
に
ご
理
解
・
ご
協
力
い
た

だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

バ
ス
ツ
ア
ー
再
開
に
つ
い
て

バ
ス
ツ
ア
ー
再
開
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
２
０
２
０
年
２
月
末
よ
り
休

止
し
て
お
り
ま
し
た
施
設
案
内
バ
ス
ツ

ア
ー
を
、
２
０
２
２
年
１
月
よ
り
再
開

い
た
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
を
実
施
し
運
行
し
ま
す

の
で
、
ご
参
加
の
際
は
、
検
温
、
手
指

消
毒
、
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ツ
ア
ー
は
、
従
来
通
り
事
前
予
約
制

で
、
予
約
は
ツ
ア
ー
日
の
３
か
月
前
か

ら
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、現
在
宇
宙
科
学
技
術
館
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
と
し

て
、
10
名
以
上
の
団
体
の
お
客
様
を
事

前
予
約
制
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宇
宙

科
学
技
術
館
（
☎
㉖
９
２
４
４
）
へ
お

電
話
く
だ
さ
い
。

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
！

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
！

　
２
０
２
１
年
12
月
24
日
～
26
日
の
３

日
間
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
カ
フ
ェ

テ
リ
ア
「
宙
飯
屋
（
ち
ゅ
う
は
ん
や
）」

に
て
、
島
内
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
は
、
ロ
ケ
ッ
ト

の
仕
組
み
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
宇

宙
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
水
蒸
気
爆
発
の
実
験
・
フ
ィ
ル
ム

ロ
ケ
ッ
ト
の
製
作
・
水
素
ロ
ケ
ッ
ト
の

打
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
目
玉
は
、
熱
湯
に
マ

イ
ナ
ス
１
９
６
℃
の
液
体
窒
素
を
投
入

し
、水
蒸
気
爆
発
を
発
生
さ
せ
る
実
験
。

液
体
窒
素
が
熱
湯
に
触
れ
る
こ
と
で
一

気
に
気
体
と
な
り
、
体
積
が 

千
倍
以

上
に
な
る
こ
と
で
起
こ
る
現
象
を
利
用

し
た
こ
の
実
験
で
は
、
大
き
な
音
と
共

に
白
い
水
蒸
気
が
広
が
り
、
参
加
者
か

ら
は
驚
き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
液
体
窒
素
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
を
打

ち
上
げ
る
設
備
や
電
子
機
器
が
多
い
場

所
に
、
燃
え
や
す
い
ガ
ス
が
残
ら
な
い
よ

う
、
窒
素
ガ
ス
を
流
し
て
掃
除
す
る
役

目
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
設
備
の
冷
却

の
た
め
に
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、
ロ
ケ
ッ

ト
の
打
上
げ
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
に
ご
参
加
い
た

だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
も
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

で
は
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
の
で
お
楽
し
み
に
！

宇宙宇宙
センターセンター
ニュースニュース

宇宙科学技術館　☎㉖ 9244
（内容は 12 月 28 日現在）

フィルムロケットの打上げ
（カフェテリア外にて）

検温一体型アルコール
噴霧器を導入

( 宇宙科学技術館入口 )

水蒸気爆発実験の様子
（カフェテリア外にて）

Ｈ－Ⅱ A ロケット 45 号機
打上げの様子
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「
風
邪
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
」
の
ホ
ン
ト

「
風
邪
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
」
の
ホ
ン
ト

　
　
　

公
立
種
子
島
病
院

　
管
理
栄
養
士　
日
髙　
明
衣

　

寒
い
季
節
に
な
る
と
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
入

り
の
飲
料
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
宣
伝
を
よ

く
見
か
け
ま
す
。「
風
邪
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
」

と
い
う
言
葉
は
親
か
ら
で
は
な
く
、
テ
レ

ビ
で
覚
え
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
今
日
は

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
に
は
、

・
コ
ラ
ー
ゲ
ン
を
合
成
し
、
肌
の
弾
力
を
保
つ

・
シ
ミ
の
も
と
に
な
る
メ
ラ
ニ
ン
を
抑
制
す
る

・
老
化
の
進
行
を
防
ぐ
抗
酸
化
作
用

・
白
血
球
の
働
き
を
助
け
、
体
内
に
侵
入
し

て
き
た
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
死
滅
さ
せ
や

す
く
す
る

な
ど
の
作
用
が
あ
り
ま
す
が
、
喫
煙
・
ス
ト

レ
ス
・
ア
ル
コ
ー
ル
の
摂
取
な
ど
様
々
な

場
面
で
大
量
に
消
費
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

体
内
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
不
足
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
ス
ト
レ
ス
へ
の
抵
抗
力
低
下

や
免
疫
機
能
低
下
に
よ
り
風
邪
等
に
か
か

り
や
す
く
な
っ
て
し
ま
う
事
に
繋
が
り
ま

す
。
こ
れ
が
「
風
邪
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
」
と

い
わ
れ
る
理
由
で
す
。

　

で
す
が
風
邪
を
引
い
た
後
に
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
を
摂
っ
て
も
、
あ
ま
り
効
果
は
期
待
で

き
ま
せ
ん
。
薬
で
は
な
い
の
で
即
効
性
が

な
い
か
ら
で
す
。

　
な
の
で
、
予
防
と
し
て
日
頃
か
ら
意
識
し

て
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
摂
る
こ
と
が
効
果
的
で

す
。
熱
に
弱
い
栄
養
素
で
あ
る
た
め
、
生

の
ま
ま
手
軽
に
食
べ
ら
れ
る
柑
橘
類
や
柿
・

キ
ウ
イ
な
ど
の
果
物
が
お
す
す
め
で
す
。

(

予
防
と
い
え
ば
、
風
邪
な
ど
の
感
染
症
に

対
す
る
マ
ス
ク
・
う
が
い
・
手
洗
い
の
効

果
を
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
冬
を
経
験
し
改
め

て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。)

　
と
こ
ろ
で
、
今
が
旬
の
み
か
ん
や
タ
ン
カ

ン
の
白
い
筋
に
は
「
ア
ル
ベ
ド
」
と
い
う

カ
ッ
コ
い
い
名
前
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で

し
た
か
？
こ
の
筋
に
は
食
物
繊
維
や
ビ
タ

ミ
ン
Ｐ
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ビ

タ
ミ
ン
Ｐ
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
と
協
力
し
て

毛
細
血
管
を
強
く
し
、
血
流
を
よ
く
す
る

作
用
が
あ
る
ん
で
す
。
執
拗
に
剥
が
さ
ず

食
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

健健
ひひ
公
立
種
子
島
病
院

　
☎
㉖
１
２
３
０

康康
ろろばば

◆
サ
ロ
ン
リ
ー
ダ
ー

◆
サ
ロ
ン
リ
ー
ダ
ー

　
　
　
　
　

研
修
会
◆

　
　
　
　
　

研
修
会
◆

　

12
月
13
日
（
月
）
に
、
町

内
の
高
者
地
域
支
え
合
い
グ

ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
を
対
象

と
し
た
「
サ
ロ
ン
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
の
、
イ
ス

ラ
ム
・
モ
ハ
モ
ド
・
モ
ニ
ル

ル
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、

高
齢
者
の
運
動
の
ポ
イ
ン
ト

や
、
運
動
す
る
と
き
の
注
意

点
に
つ
い
て
説
明
の
後
、「
モ

ニ
体
操
」
を
実
技
を
交
え
て

紹
介
し
て
頂
き
ま
し
た
。ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
て
行
う「
モ

ニ
体
操
」
は
、筋
力・柔
軟
性・

バ
ラ
ン
ス
感
覚
・
持
久
力
の

維
持
向
上
に
役
立
つ
体
操
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
体
が
軽

く
な
っ
た
」・「
サ
ロ
ン
で
も

や
っ
て
み
た
い
」・「
い
つ
も

の
運
動
に
も
取
り
入
れ
た
い
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の
ま
ち
ま
ち
で
…
で
…

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

☎☎
㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５
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広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

企
画
展
「
ロ
ケ
ッ
ト
の
あ
る
風

景
」
開
催
中
！

　

広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、

１
月
４
日
（
火
）
～
２
月
27
日
（
日
）

の
期
間
で
、
島
間
に
お
住
ま
い
の
鮫

島
徹
さ
ん
が
長
年
か
け
て
製
作
さ
れ

た
ロ
ケ
ッ
ト
・
人
工
衛
星
・
種
子
島

宇
宙
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
模
型
の
展
示

を
中
心
と
す
る
企
画
展
を
開
催
し
て

い
ま
す
。広
田
遺
跡
の
ガ
イ
ド
グ
ル
ー

プ
で
あ
る
「
広
田
遺
跡
語
り
部
の
会
」

の
皆
さ
ん
は
、
事
前
に
鮫
島
徹
さ
ん

よ
り
模
型
の
説
明
や
苦
労
話
を
お
聞

き
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越

し
い
た
だ
き
、
鑑
賞
さ
れ
る
際
は
、

語
り
部
に
よ
る
無
料
ガ
イ
ド
を
希
望

さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
企
画
展
に
先
立
ち
ま
し

て
、
12
月
23
日
（
木
）
種
子
島
宇
宙

芸
術
祭
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
「
Ａ
Ｋ
Ｉ
・

Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ａ
」
さ
ん
に
よ
る
特

別
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
講

座
で
は
、
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ａ
さ
ん
の

作
品
と
宇
宙
芸
術
に
つ
い
て
お
話
い

た
だ
い
た
後
に
、
元
種
子
島
宇
宙
セ

ン
タ
ー
所
長
の
園
田
昭
眞
さ
ん
（
上

中
）
と
対
談
を
し
て
い
た
だ
き
、
南

種
子
な
ら
で
は
の
宇
宙
芸
術
と
は
何

か
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。当
日
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
を
、

YouT
ube

で
視
聴
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
・

社
協
会
費
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
３
か
月
間
、
赤
い
羽
根
共
同

募
金
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
本

町
で
も
各
集
落
公
民
館
長
を
通
じ

て
町
民
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
、
12
月
６
日
（
月
）
に
は
、

民
生
委
員
お
よ
び
各
福
祉
団
体
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
各
企
業
を
訪
問
し
、

心
温
ま
る
善
意
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
な
お
、
募
金
額
、
使
い
み
ち
な
ど

に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月
発
行
予
定

の
「
社
協
だ
よ
り
」
に
て
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
９
月
に
お
願
い
致
し

て
お
り
ま
し
た
、
社
協
会
費
に
つ
き

ま
し
て
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
方
も
３
月
発

行
予
定
の
「
社
協
だ
よ
り
」
に
て
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３

AKI・INOMATA さん
と園田昭眞さんの対談

鮫島徹さんによる作品解説

InstagramInstagram
ロケットのロケットの
ある風景ある風景

YouTubeYouTube
種 子 島 み な み た種 子 島 み な み た
ねチャンネルねチャンネル

「広田遺跡「広田遺跡
特別講座」特別講座」
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
毎
年

納
期
内
納
付
が
原
則
で
す
が
、

収
入
の
減
少
や
失
業
な
ど
に
よ

り
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
将
来
の
年
金
だ
け

で
な
く
、
不
測
の
事
態
が
生
じ

た
と
き
の
保
険
的
年
金
（
障
害

年
金
・
遺
族
年
金
な
ど
）
を
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
防
ぐ
た

め
、
本
人
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、

保
険
料
が
「
免
除
」
ま
た
は
「
猶

予
」
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

（
全
額
免
除
・
４
分
の
３
免
除
・

半
額
免
除
・
４
分
の
１
免
除
・

若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付

特
例
猶
予
な
ど
）

　

免
除
は
、
過
去
２
年
間
ま
で

遡
っ
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
保
険
料
の
納
付
が
難
し

い
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、

必
ず
申
請
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
年
金
と
厚
生
年
金
を
受

給
中
の
皆
さ
ま
に
は
、
１
月
中
旬

か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
日
本
年
金

機
構
よ
り
「
公
的
年
金
等
の
源

泉
徴
収
票
（
ハ
ガ
キ
形
式
）」
が
、

届
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
書
類
は
、
昨
年
１
年
間

に
受
け
取
っ
た
年
金
収
入
の
総

額
や
、
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ

て
い
た
介
護
保
険
料
な
ど
の
総

額
が
記
さ
れ
た
証
明
書
で
あ
り
、

確
定
申
告
な
ど
に
必
要
な
書
類

と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保

管
し
、
申
告
時
に
は
、
忘
れ
ず

に
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
だ

役
場
保
健
福
祉
課

役
場
保
健
福
祉
課  

福
祉
年
金
係　

☎

福
祉
年
金
係　

☎
㉖㉖
１
１
１
１
（
１
３
５
）

１
１
１
１
（
１
３
５
）

よ

り

町
立
図
書
館
だ
よ
り

　

　
～
毎
月
23
日
は
こ
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
書
の
日
～　
☎
㉖
６
６
９
０

県
立
図
書
館
貸
出
文
庫
」
貸
出

県
立
図
書
館
貸
出
文
庫
」
貸
出

停
止
の
お
し
ら
せ

停
止
の
お
し
ら
せ

　
当
館
で
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
「
県

立
図
書
館
貸
出
文
庫
」
の
図
書
は
、
３

月
初
旬
に
鹿
児
島
県
立
図
書
館
へ
返
送

し
ま
す
。

　

図
書
の
点
検
や
梱
包
作
業
を
行
う
た

め
、
該
当
す
る
本
の
貸
出
は
２
月
６
日

（
日
）
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

「
県
立
図
書
館
貸
出
文
庫
」
リ
ク

「
県
立
図
書
館
貸
出
文
庫
」
リ
ク

エ
ス
ト
に
つ
い
て

エ
ス
ト
に
つ
い
て

　

来
年
度
借
受
予
定
の
「
県
立
図
書
館

貸
出
文
庫
」
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
「
○
○
と
い
う
作
家
の
本
を
も
っ
と
読

み
た
い
」「
料
理
の
本
を
増
や
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
、
本
に
つ
い
て
の
要
望
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
本
選
び
の
参
考
に

い
た
し
ま
す
。

　

町
立
図
書
館
内

に
、
応
募
箱
と
用

紙
を
準
備
し
て
い

ま
す
。
リ
ク
エ
ス

ト
は
匿
名
で
も
構

い
ま
せ
ん
。

　

た
く
さ
ん
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

源
泉
徴
収
票
が
発
送
さ
れ

源
泉
徴
収
票
が
発
送
さ
れ

て
い
ま
す

て
い
ま
す

免
除
の
申
請
を

免
除
の
申
請
を
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長
谷
開
拓
75
周
年
に
あ
た
り
、

今
月
も
長
谷
の
歴
史
を
振
り
返
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

開
拓
集
落
の
長
谷
地
区
で

は
、
南
洋
や
沖
縄
方
面
か
ら

の
移
住
者
も
多
く
、
平
成
11
年

に
長
田
繁
氏
の
呼
び
か
け
も
あ

り
エ
イ
サ
ー
を
長
谷
地
区
独
自

の
郷
土
芸
能
に
、
と
い
う
声
が

高
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
発

起
人
準
備
会
な
ど
で
議
論
を
重

ね
、平
成
11
年
８
月
４
日
に
「
長

谷
エ
イ
サ
ー
同
好
会
」(

初
代

会
長
稗
畠
悦
朗)

が
発
足
し
ま

し
た
。
道
具
の
購
入
費
用
の
工

面
に
始
ま
り
、
踊
り
や
三
線
の

練
習
な
ど
苦
労
に
苦
労
を
重
ね

た
末
に
、
そ
の
年
の
９
月
、
長

谷
小
学
校
の
運
動
会
で
初
披
露

を
し
、
大
き
な
喝
さ
い
を
浴
び

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
代
会
長
に
富
久

正
末
氏
、
３
代
会
長
を
前
田
浩

光
氏
が
引
継
ぎ
、
今
で
は
長
谷

地
区
の
伝
統
と
し
て
継
承
さ
れ

て
い
ま
す
。

長
谷
の
歴
史
（
９
）　
長
谷
地
区
の
エ
イ
サ
ー

わが家のわが家のアイドルアイドル

ご家族からひとこと

坂
さかぐち

口　晴
は く と

来人くん
平成 30 年 2 月 24 日生まれ
裕也さん・志穂さんの男の子（上中）

お調子者で笑い上戸のはくと。お姉ちゃん大好
きで、お姉ちゃんがする事にいつも大笑い♪♪
これからも姉弟仲良く、元気に大きく育ってね
☆☆

ご家族からひとこと

海
う み の

野　肖
に な

菜ちゃん
平成 30 年 3 月 1 日生まれ
勝秋さん・円佳さんの女の子（上中）

歌と踊りが大好きな肖菜、最近は水戸黄門のお
歌がお気に入り。

「人生楽ありゃ苦もあるさ～♪」持ち前の明る
さで力強く元気に成長してね。



25　広報みなみたね　2022 年 2 月号

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の

方
々
か
ら
香
典
返
し
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
し
、
ご
芳
志
は
社
会
福
祉
事
業

推
進
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　

）
は
続
柄
と
故
人
の
氏
名
（
敬
称
略
）

河
口　

ヤ
ス
子　
（
夫
・
惠
秋
）

永
吉　

順
一　
　
（
母
・
橋
谷
ヒ
サ
）

古
一　

美
雪　
　
（
父
・
德
義
）

園
田　

清
光　
　
（
父
・
友
則
）

岩
坪　

勝
則　
　
（
父
・
勝
弘
）

有
留　

時
治　
　
（
母
・
チ
マ
）

日
髙　

叶　
　
　
（
長
男
・
武
範
）

河
野　

誠
一　
　
（
母
・
伸
子
）

（
氏
名
） 　
　

 　

       （
保
護
者
） 　

   　

   　
（
地
区
）

寺て
ら
だ田　

結ゆ

の音　
　
（
昭
二
・
愛
美
）　

上
中

片か
た
い
た板　

勇
ゆ
う
し
ょ
う翔　
　
（
勇
樹
・
有
香
）　

茎
永

う
ぶ
ご
え

（　）は前月比

人の動き　12月31日現在
総人口（ 人 ） 5,427（－ 16）

男（ 人 ） 2,715（－ 6）
女（ 人 ） 2,712（－ 10）

世帯数（ 戸 ） 2,934（－ 8）

火災･救急出動状況
火 災 救 急

12 月 1 件 24 件
累 計 4 件 277 件

※累計は令和 3 年 1 月から

日 曜日 行事名 時間　・　場所 日 曜日 行事名 時間　・　場所

6 日 マイナンバーカード臨時窓口 8：30～12：00　役場総務課戸籍住民係 20 日 家庭の日

19 土 青少年育成の日

■行事・イベント等■行事・イベント等

（　）は昨年比

交通事故発生状況　1月15日現在
発　生 死　者 傷　者

南種子町 0（± 0） 0（± 0） 0（± 0）
中種子町 0（± 0） 0（± 0） 0（± 0）
西之表市 0（± 0） 0（± 0） 0（± 0）

計 0（± 0） 0（± 0） 0（± 0）

町
民
の
う
ご
き

　
　
　
　
　
　（
12
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

香
典
返
し
（
ご
寄
付
お
礼
）

　
　
　
　（
12
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

■日曜祝祭日在宅当番医

日 在宅当番医 所在地 電　話

6 公立種子島病院 南種子町 26-1230

11 種子島医療センター 西之表市 22-0960

13 百合砂診療所 西之表市 28-3901

20 種子島医療センター 西之表市 22-0960

23 中種子クリニック 中種子町 27-3222

27 種子島医療センター 西之表市 22-0960

2 月の予定

お
く
や
み

（
氏
名
）　　
　
　

  　

  （
年
齢
）　 　
（
地
区
）

園
田　

友
則　
　
　

95　
　
　

西
海

岩
坪　

勝
弘　
　
　

88　
　
　

上
中

小
田　

一
雄　
　
　

91　
　
　

西
之

河
野　

伸
子　
　
　

89　
　
　

下
中

水
流　

清　
　
　
　

91　
　
　

長
谷

■公立種子島病院の各科診療日

診療科目 診療日

小児科 月曜～金曜（11 日、23 日除く）

眼科 ７、８、２１、２２日

耳鼻咽喉科 木曜

整形外科 火曜

消化器外科 水曜（23 日除く） 

■日曜営業スタンド当番店

日 当番店

6 （有）船川石油店　上中給油所

13 （有）永松産業　南種子給油所

20 （有）和人組　南種子給油センター

27 種子島石油（株）南種子給油所

※営業時間は午前 8 時～午後 6 時

ご
結
婚

日
髙　

明
洋　
　
　

上
中

照
井　

美
貴　
　
　

上
中

（
氏
名
）　　

    　

   　

  （
地
区
）

２
月
28
日
（
月
）
は

・
国
民
健
康
保
険
税
第
６
期

・
介
護
保
険
料
第
６
期

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
６
期

の
納
付
期
限
で
す
。

納
期
内
納
税
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
！

　

町
生
涯
学
習
大
会
の
開
催

に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
、
今
年
度
の
開
催

中
止
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。



発
行

／
南

種
子

町
役

場
　

　
　

　
編

集
／

企
画

課
 企

画
開

発
係

〒
891-3792　

鹿
児

島
県

熊
毛

郡
南

種
子

町
中

之
上

2793
番

地
1

電
話

／
0997-26-1111（

代
）　

E-m
ail／
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tow

n.m
inam

itane.lg.jp
公

式
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
／

http://w
w

w
.tow

n.m
inam

itane.kagoshim
a.jp/
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広報紙に掲載する有料広告を募集しています。詳しくは役場企画課企画開発係まで。☎ ㉖１１１１

毎年２月と８月は
「北方領土返還運

動全国強化月間」
　北海道の北東洋上に連な
る歯舞（はぼまい）群島、
色丹（しこたん）島、国後（く
なしり）島、択捉（えとろふ）
島からなる「北方領土」は、
我が国固有の領土です。
　北方領土問題に対する国
民の関心と理解をさらに深
め、北方領土返還要求運動
の全国的な盛り上がりを図
るため、政府は２月７日を

「北方領土の日」と設定し
ています。

■内閣府北方対策本部ホー
ム ペ ー ジ（https://www8.
cao.go.jp/hoppo/）

　
12
月
５
日
（
日
）
に
種
子
島
中
央
武

道
館
に
お
い
て
、
第
32
回
熊
毛
地
区
柔

道
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
南
種
子
町
柔
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
参
加
し
、
団
体
戦
の
遠

藤
杯
で
優
勝
す
る
と
と
も
に
、
個
人

戦
に
お
い
て
も
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
大
活
躍
し
ま
し
た
。
ま

た
、
中
学
生
の
個
人
戦
に
も
南
種
子

中
学
校
か
ら
男
女
各
３
人
が
出
場
し
、

健
闘
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
練
習
を
重
ね
て
、
さ
ら
な

る
飛
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◆
団
体
戦

小
学
１・２
年
生
の
部

　
１
位　
南
種
子
Ｄ

小
学
５・６
年
生
の
部

　
１
位　
南
種
子
Ａ

遠
藤
清
杯

　
優
勝　
南
種
子

◆
個
人
戦

小
学
１
年
生
の
部

　
優
勝　
柳
田　
大
陽　

小
学
２
年
生
の
部

　
優
勝　
山
田　
真
花　

小
学
３
年
生
の
部

　
２
位　
柳
田　
琉
陽

小
学
４
年
生
の
部

　
３
位　
松
原　
孝
弥

小
学
５
年
生
の
部

　
優
勝　
平　
範
章

　
２
位　
フ
ラ
ン
シ
ス　
希
蘭
グ
レ
イ
ス

小
学
６
年
生
の
部

　
優
勝　
長
田　
怜
翔

　
３
位　
山
田　
真
咲

　
３
位　
名
越　
夏
馬

中
学
生
女
子
の
部

　
２
位　
松
原　
凜
音

熊
毛
地
区
柔
道
選
手
権
大
会
で
健
闘

　

昔
な
が
ら
の
破
魔
祈
祷
（
ハ
マ
祈

祷
）
で
、
藁
を
円
形
に
編
み
あ
げ
た

シ
ュ
ー
タ
と
呼
ば
れ
る
的
を
転
が
し
、

そ
れ
を
目
が
け
て
勢
い
よ
く
竹
槍
を

投
げ
ま
す
。
見
事
命
中
す
る
と
そ
の

年
は
良
い
年
と
な
る
そ
う
で
す
。

　

正
月
７
日
に
町
内
の
各
集
落
で
行

わ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
青
壮
年
が

集
落
の
家
々
を
訪
ね
、
家
の
門
口
か
ら

福
を
招
く
祭
文
（
さ
い
も
ん
）
と
呼
ば

れ
る
祝
い
歌
を
唄
い
、
一
年
の
安
泰
や

豊
年
な
ど
を
祈
る
も
の
で
す
。

ち
ん
こ
ろ
べ
ー

町
内
の
正
月
行
事

1/3 小田・前之原集落で行われたちんころべー1/3 小田・前之原集落で行われたちんころべー

1/7　平野集落で行われた福祭文1/7　平野集落で行われた福祭文

InstagramInstagram

InstagramInstagram

福
祭
文
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